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　「
道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
の

制
度
創
設
以
来
１
１
４
５
カ
所

（
平
成
30
年
４
月
25
日
現
在
）
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
憩
、
情

報
発
信
、
地
域
の
連
携
と
い
う
三

つ
の
基
本
的
な
機
能
に
よ
り
評
価

さ
れ
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
創
生
や
防
災
の
拠
点
と
い
う

よ
り
大
き
な
役
割
が
付
加
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
進
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用
者

が
自
動
車
を
停
め
休
憩
を
取
る
こ

と
に
よ
り
運
転
の
安
全
性
を
回
復

・
維
持
す
る
と
共
に
、
道
路
利
用

者
と
地
場
産
品
売
り
場
等
地
域
と

の
接
点
が
で
き
、
利
用
者
の
利
便

性
・
快
適
性
の
向
上
、
地
域
の
雇

用
と
経
済
へ
の
貢
献
等
の
メ
リ
ッ

ト
を
産
み
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

が
設
置
さ
れ
、
情
報
交
換
・
意
見

交
換
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
本
風
景
街
道
」
は
、
平
成

19
年
の
制
度
創
設
以
来
１
４
１
地

区
（
平
成
29
年
12
月
現
在
）
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
風
景

街
道
」
は
、
郷
土
愛
を
育
み
、
日

本
列
島
の
魅
力
・
美
し
さ
を
発
見
、

創
出
す
る
と
共
に
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
協
働
の
も
と
、
景
観
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
、
国
民
的
な
原
風
景

を
創
生
す
る
運
動
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　「
道
の
駅
」、
ミ
ニ
「
道
の
駅
」、

記
念
撮
影
や
小
休
憩
が
出
来
る
様

な
ス
ポ
ッ
ト
を
沿
線
に
適
宜
設
置

す
る
ハ
ー
ド
整
備
と
共
に
、
沿
線

の
看
板
除
去
や
樹
木
・
植
栽
帯
の

維
持
管
理
等
を
通
じ
た
沿
線
の
ソ

フ
ト
な
活
動
が
重
視
さ
れ
、
沿
線

地
域
社
会
の
再
生
、
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
風
景
街

道
大
学
等
の
活
動
に
よ
り
、
全
国

レ
ベ
ル
の
情
報
交
換
・
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
点
か
ら
線
、
更
に
は
面
へ
」、

道
路
管
理
者
・
道
路
利
用
者
と
単

独
の
地
方
自
治
体
・
地
域
住
民
と

の
連
携
・
協
働
を
超
え
、
複
数
の

地
方
自
治
体
・
周
辺
地
域
住
民
と

の
連
携
・
協
働
へ
と
展
開
・
進
化

す
る
た
め
、「
道
の
駅
」
と
「
日

本
風
景
街
道
」
の
相
互
関
係
者
の

連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
道
の
駅
」と「
日
本
風
景
街
道
」と
の
連
携
を

　
２
０
１
９
年
５
月
１
日
、
天
皇

陛
下
の
生
前
退
位
を
受
け
て
、
新

た
な
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
る
。

皇
位
継
承
を
内
外
に
示
す
「
即
位

の
礼
」
が
同
年
10
月
22
日
に
国
事

行
為
と
し
て
行
わ
れ
る
と
発
表

さ
れ
、
同
時
に
11
月
14
、
15
日

に
「
大だ
い

嘗
じ
ょ
う

祭さ
い
」
が
皇
室
行
事
と

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ

た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民

は
即
位
の
礼
と
「
大
嘗
祭
」
の
違

い
が
分
か
ら
ず
、
国
事
行
為
と
皇

室
行
事
に
分
け
る
意
味
も
よ
く
知

に
即
位
し
た
年
の
「
新
嘗
祭
」
の

こ
と
で
あ
る
。
平
成
天
皇
が
即
位

さ
れ
た
30
年
前
に
も
行
わ
れ
、
来

年
は
そ
れ
以
来
の
行
事
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
「
日
本
国
民

の
象
徴
で
あ
る
新
天
皇
陛
下
が
何

故
、
稲
作
神
事
を
行
う
神
官
を
引

き
継
ぐ
た
め
大
嘗
祭
を
行
う
か
」

を
日
本
国
民
と
し
て
考
え
た
い
。

　
大
嘗
祭
と
は
憲
法
１
条
に
規
定

さ
れ
る
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の

国
事
行
為
で
は
な
い
。
し
か
し
、

毎
年
お
馴
染
み
の
光
景
だ
が
、
初

夏
に
は
天
皇
陛
下
が
皇
居
内
で
田

植
え
を
さ
れ
、
秋
に
は
米
を
収
穫

さ
れ
る
姿
が
Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ

る
。
で
は
、
な
ぜ
憲
法
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
行
為
を
天
皇
は
行
う

の
だ
ろ
う
か
。

　
天
皇
に
は
国
事
行
為
の
他
に

「
宮
中
祭
祀
」
と
い
う
行
為
が
あ

り
、
皇
室
行
事
と
し
て
国
事
行
為

と
区
別
さ
れ
る
。
天
皇
に
新
た
に

即
位
す
る
た
め
に
は
宮
中
祭
祀
の

神
官
と
し
て
の
引
き
継
ぎ
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
引
き
継
ぎ
の
儀
式

は
、
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
り
、
今

回
の
よ
う
に
退
位
し
た
時
に
し
か

行
わ
れ
な
い
。

　
日
本
の
国
家
神
道
は
、
明
治
維

新
政
府
が
日
本
の
近
代
化
を
進
め

る
に
は
、
西
洋
文
明
と
い
う
物
質

文
明
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教

の
よ
う
な
精
神
文
明
も
必
要
だ
と

い
う
認
識
の
も
と
に
作
ら
れ
た
。

当
初
は
一
神
教
の
形
を
整
え
る
た

め
廃
仏
毀
釈
を
進
め
た
が
、
直
ぐ

に
仏
教
を
否
定
す
る
こ
と
を
中
止

し
た
。

　
日
本
人
の
宗
教
観
が
西
欧
社
会

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
は
全
く

異
な
る
概
念
だ
か
ら
だ
。
キ
リ
ス

ト
教
は
、
世
の
中
全
て
を
「
エ
ホ

バ
の
神
」
が
創
造
し
た
と
す
る
。

だ
が
、
神
道
は
世
の
中
の
全
て
が

神
に
な
れ
る
「
八
百
万
の
神
」
と

考
え
、
神
々
と
人
間
と
自
然
界
が

一
緒
に
な
っ
て
い
る
多
神
教
で
、

祖
霊
信
仰
や
浄
土
信
仰
等
「
魂
の

行
方
」
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
日
本
の
歴
代
天
皇
で
絶
対
権
限

を
持
っ
て
い
た
の
は
天
智
、天
武
、

持
統
天
皇
の
こ
ろ
と
院
政
の
後
白

河
法
皇
の
こ
ろ
、
建
武
の
中
興
の

こ
ろ
だ
け
、
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
そ
れ
以
外
の
時
代
の
「
実
質
的

権
力
」
は
、
藤
原
不
比
等
以
降
の

貴
族
や
、
源
頼
朝
以
降
の
幕
府
が

持
ち
続
け
、
天
皇
は
日
本
人
の
心

の
象
徴
と
し
て
の
「
権
威
」
を
歴

史
的
に
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け

だ
、
と
言
え
る
。

　
明
治
維
新
の
王
政
復
古
と
い
っ

て
も
、
幕
府
と
い
う
絶
対
権
力
者

を
否
定
す
る
旗
印
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
も
の
で
、
西
欧
社
会
が
獲
得

し
た
市
民
革
命
に
よ
る
民
主
主
義

と
は
異
な
る
も
の
だ
。

　「
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」
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穂
の
国
」
の
民
の
心
そ
の
も
の
な

の
だ
。
天
皇
は
そ
の
神
官
の
元
締

め
で
あ
り
、
日
本
国
民
の
稲
作
信

仰
を
代
表
し
て
宮
中
祭
祀
を
行
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

　
稲
作
は
労
働
力
集
約
型
の
農
業

で
あ
り
、
家
族
総
出
で
し
な
け
れ

ば
成
就
で
き
ず
、
水
管
理
と
い
う

村
の
共
有
作
業
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
自
然
現
象
に
左

右
さ
れ
、
人
間
の
努
力
だ
け
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

自
ず
か
ら
自
然
に
対
す
る
畏
怖
と

信
仰
が
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
信
仰
の
元
締
め
の
役
割
を

神
祇
官
で
あ
る
天
皇
が
持
ち
続

け
、
来
年
の
大
嘗
祭
で
そ
の
引
き

芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

みち研究所との協定で観光振興

久保成人氏公益社団法人日本観光振興
協会理事長（元観光庁長官）

　
日
本
観
光
振
興
協
会
は
、
６
月
に

一
般
財
団
法
人
日
本
み
ち
研
究
所

（
石
田
東
生
理
事
長
）
と
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
支
援
活
動
な
ど
で

協
働
す
る
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
み
ち
研
究
所
は
、
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
事
務
局
を
務

め
て
い
る
の
で
、
国
民
的
人
気
が
高

く
こ
れ
か
ら
も
観
光
需
要
が
増
え
る

こ
と
が
確
実
な
道
の
駅
の
観
光
を
強

化
す
る
た
め
の
お
役
に
立
て
れ
ば
、

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
協
定
の
目
的
は「
日
本
風
景
街
道
」

の
運
動
の
活
用
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
が
、
と
り
わ
け
道
の

駅
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
支
援
な
ど
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
道
の
駅
は
１
１
４
５
カ
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
も
少
し

ず
つ
出
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
私

ど
も
の
協
会
は
観
光
に
関
す
る
豊
富

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
道
の
駅
の
さ
ら
な
る
発
展
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
、
例
え
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
客
）
受
け
入
れ
増

を
目
指
す
研
修
会
や
、
道
の
駅
の

効
率
的
な
戦
略
を
策
定
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
人
材
研
修
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
へ
の
支
援
も
で

き
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
委
託
し
た
場

合
の
優
良
事
例
の
調
査
も
意
味
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
道
の
駅
は
さ
ら
に
発
展
す
る
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

日
本
は
「
観
光
立
国
」
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
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継
ぎ
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
の
だ
。

豊
葦
原
と
い
う
日
本
の
国
土
に
生

ま
れ
、
瑞
穂
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

き
た
日
本
の
国
民
と
し
て
、
こ
の

よ
う
に
歴
史
的
な
意
義
を
持
つ
天

皇
の
儀
式
に
対
し
て
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と

は
何
か
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　
ア
メ
リ
カ
が
離
脱
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
日
本
の
主
導
で
実
効
性
あ
る
協

定
と
し
て
動
き
始
め
よ
う
と
い
う

時
期
だ
。
長
年
に
わ
た
っ
た
減
反

政
策
も
廃
止
さ
れ
た
今
、
新
天
皇

即
位
と
大
嘗
祭
の
意
味
を
噛
み
し

め
、
新
た
な
農
業
政
策
を
再
考
す

べ
き
機
会
と
し
て
ほ
し
い
。

����中
小

企業
診断士が見る

　
　
　
����成功の法則

　
道
の
駅
の
２
～
３
割
が
食
品

加
工
場
を
持
っ
て
い
る
。
加
工

場
が
敷
地
内
に
な
い
場
合
、
あ

る
い
は
商
品
企
画
や
生
産
管
理

が
道
の
駅
の
支
配
下
に
あ
る
外

部
調
達
先
も
含
め
れ
ば
、
割
合

は
も
っ
と
高
く
な
ろ
う
。

　
加
工
場
を
持
つ
道
の
駅
運
営

会
社
は
、
①
生
産
者
に
直
接
働

き
か
け
て
原
料
の
全
量
買
い
取

り
な
ど
で
「
原
材
料
の
新
し
い

供
給
源
を
獲
得
」
②
そ
れ
ら
地

域
資
源
の
組
み
合
せ
や
加
工
で

「
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

創
出
」
③
地
場
農
林
水
産
物
の

地
域
内
流
通
と
、
来
訪
者
を
意

識
し
た
加
工
品
販
売
や
飲
食
サ

ー
ビ
ス
・
観
光
案
内
を
融
合
し

た
「
新
し
い
市
場
を
開
拓
」
④

地
元
の
主
婦
を
職
人
に
仕
立
て

て
活
躍
し
て
も
ら
う
「
新
た
な

生
産
方
式
を
開
発
」
⑤
こ
れ
ら

全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

道
の
駅
運
営
会
社
と
い
う
「
新

し
い
組
織
を
実
現
」し
た
。「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
を
発
展

さ
せ
る
」
と
の
理
論
を
説
い
た

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
氏
が
定
義
す

る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
類
」

の
全
て
を
網
羅
す
る
。

　
加
工
場
を
運
営
す
る
道
の
駅

は
、
加
工
手
段
の
な
い
道
の
駅

に
比
べ
、
生
鮮
品
の
廃
棄
損
の

圧
縮
や
加
工
に
よ
る
付
加
価
値

の
増
大
に
加
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
機
会
が
増
え
、

高
い
価
値
創
造
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
仕
組
み
が
特
定
の
組
織

で
は
な
く
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、
全
国
的
に

実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
「
道
の

駅
」
の
凄
さ
だ
。

　
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
維
持

し
、
更
な
る
成
長
を
目
指
す
に

は
課
題
が
あ
る
。
経
済
的
に
成

功
し
て
い
る
道
の
駅
は
、
創
業

に
関
わ
っ
た
首
長
や
運
営
会
社

の
経
営
者
の
卓
越
し
た
努
力
と

能
力
に
支
え
ら
れ
発
展
し
た
。

失
敗
も
数
多
く
経
験
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
が
失
敗
を

上
回
り
今
の
繁
栄
が
あ
る
。

　
制
度
発
足
当
初
に
で
き
た
道

の
駅
は
20
年
余
が
経
過
し
、
次

の
20
年
も
継
続
的
に
発
展
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
設
立
当
時

50
代
の
社
長
は
既
に
70
代
。
中

核
を
担
っ
た
40
代
の
従
業
員
も

高
齢
化
。常
時
雇
用
１
０
０
人
、

年
商
10
億
円
と
も
な
れ
ば
、
も

は
や
大
企
業
並
み
だ
。そ
の
分
、

経
営
者
と
現
場
の
距
離
感
が
増

大
し
、
新
た
な
弱
み
と
な
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

急
成
長
と
限
界

地
域
農
産
物
の
価
値
を
高
め
る

加
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ジ
ン

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 大
嘗
祭
の
意
味

農
業
再
興
の
機
会

９

と
い
う
天
皇
の
仕
組
み
で
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
「
稲
作
信
仰

の
元
締
め
」
と
し
て
の
神
官
の
機

能
で
あ
る
。

　
唐
か
ら
律
令
制
度
が
導
入
さ
れ

た
時
に
、
政
治
の
仕
組
み
と
し
て

太
政
官
制
度
が
整
備
さ
れ
、
同
時

に
神
祇
官
制
度
と
い
う
シ
ス
テ
ム

も
整
備
さ
れ
た
。
神
祇
官
と
い

う
仕
組
み
は
日
本
独
自
の
も
の

で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
縄
文
時
代
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
日
本
人
の
原
始
信
仰
は
、
稲
作

の
出
来
不
出
来
に
よ
っ
て
自
分
た

ち
家
族
の
生
存
が
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
の
信
仰
で
「
豊
葦
原
瑞

　
　
◇

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出

し
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点

に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者

が
協
働
す
る
。
明
確
な
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定

・
実
施
す
る
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
。
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成

･

販
売
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
一
主
体

と
し
て
個
別
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
も
あ
る
。（
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ

よ
り
要
約
）

道の駅の観光と情報に関するアンケート 『道の駅の観光と情報に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１：旅行等で観光地を巡る際の情報は、どのように収集されていますか？該当す
　　　る番号を記入してください。（以下同じ）
１．道の駅　　　　　２．鉄道駅にあるパンフレット、ポスター
３．観光案内所　　　４．スマートフォン等によるインターネット情報
５．車についているナビゲーション情報システム
６．事前に計画を立ててから行くので、情報収集することは少ない。
７．その他（� ）
Ｑ２：旅行等で観光地を巡る際に、道の駅でどのような情報提供があると便利ですか　
１．目的地までの距離・時間が分かると良い。
２．目的地周辺の見所や、お土産品・名産品等の情報があると良い。
３．目的地で行われているイベント情報があると良い。
４．目的地までの間にある道の駅情報（位置・場所）があると良い。
５．道の駅では情報収集しない。
６．その他（� ）
Ｑ３：旅行等で観光地を巡っている際に、立ち寄る道の駅を決める条件は、どのよ
　　　うなものがありますか？　
１．高速道路のＩＣに近い道の駅　　２．珍しいお土産や名産品がある道の駅
３．目的地の手前にある道の駅　　　４．食事がおいしい道の駅
５．トイレがきれいな道の駅　　　　６．景色が良い道の駅
７．トイレや休憩・食事をしたいと思った時の最寄りの道の駅
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：道の駅に置いてある情報は、どのような提供方法が良いですか？
１．大型液晶モニター上の表示　　　２．インターネットが使える PCによる検索
３．従業員や案内人等、人による言葉での説明。　　４．ポスターの掲示
５．手書きの看板　
６．その他（� ）
Ｑ５：この新聞は、どこで入手しましたか？
Ａ）都道府県名（　　　　　　　　　　）　Ｂ）道の駅名（　　　　　　　　　　　　）
Ｑ６：この駅を訪れたのは、今回で何回目ですか？
１．今回初めて　　　　　　　　　２．（　　　　　）回目

Ｑ１：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．　　６．

　　　　７．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ２：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．

　　　　６．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ３：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．　　６．　７．

　　　　８．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ４：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．

　　　　６．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ５：　Ａ）（� ）都、道、府、県

　　　　Ｂ）道の駅名（� ）

Ｑ６：　１．� ２．（　　　　　　）回目

お　名　前：　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

（� ）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

天
皇
陛
下
の
お
田
植

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
折
に
触
れ
て
「
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

」
の
こ
と
な
ど
を
説
明
し

て
き
た
が
、
日
本
の
「
農
業
と
国

土
」
を
語
る
う
え
で
、
大
嘗
祭
や

新
嘗
祭
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
農
業

国
と
し
て
の
日
本
を
正
し
く
理
解

で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
改
め
て

説
明
し
た
い
。

　
11
月
23
日
は
今
日
、「
勤
労
感

謝
の
日
」と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
本
来「
新
嘗
祭
」で
あ
っ

た
。
そ
の
年
の
米
の
収
穫
を
祝
い

感
謝
す
る
神
事
が
新
嘗
祭
な
の
で

あ
る
。

　
戦
後
70
年
の
間
に
国
民
の
稲
作

や
水
田
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く

変
化
し
た
。
日
本
は
戦
後
、
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
っ
た
近
代
農
業

に
転
換
し
、
米
の
生
産
量
は
飛
躍

的
に
増
え
た
。
し
か
し
、
近
年
は

欧
米
の
食
文
化
の
影
響
や
米
の
生

産
調
整
な
ど
の
農
業
政
策
も
あ
っ

て
、
米
離
れ
が
進
ん
だ
。
日
本
の

食
料
自
給
率
は
40
㌫
以
下
に
落
ち

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
前
編

込
み
、
耕
作
放
棄
地
は
40
万
㌶
に

も
及
ぶ
。

　
そ
の
結
果
、
稲
作
と
水
田
が
食

糧
及
び
食
糧
生
産
の
場
と
し
て

だ
け
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
新
嘗
祭
と
い
う
言
葉
も
死
語

に
な
っ
た
。
日
本
は
古
事
記
な
ど

に
国
の
美
称
と
し
て
「
豊と
よ

葦あ
し

原
は
ら
の

瑞み
ず

穂ほ

の
国
」
と
出
て
く
る
。「
神

意
に
よ
っ
て
稲
が
豊
か
に
実
り
栄

え
る
国
」
の
意
味
だ
。
日
本
人
は

「
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
」
に
帰
属
す

る
民
、
と
い
う
日
本
人
と
し
て
の

意
識
が
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　「
大
嘗
祭
」
は
、
天
皇
が
新
た

津かわげ
植村智成駅長

　♪伊勢は津で持つ、津は伊勢で持つ♪�

三重県津市河芸町三行 255-4
国道 23 号中勢バイパス　TEL.059-244-2755

古くは「安濃津」と呼ばれた津は、博多津、坊津
と並ぶ三津（港）の一つでした。当駅では地元中
心の海の物、山の物、津の物を販売しています。
名物の津ぎょうざドッグを始め、「幻のお米｣こ
と、冷めても美味しい「黒田米」が好評です。

おおうち
石井玄副支配人

　大内ＪＣＴからすぐの所、ＪＲ羽後

秋田県由利本荘市岩谷町西越 36
国道 105 号　TEL.0184-62-1126

岩谷駅と連絡通路があり、アクセスが抜群です。
エリア内にある温泉宿泊施設「ぽぽろっこ」はレ
ストラン、農産物直売所、宴会場を備え、日帰り
入浴もお楽しみいただけます。広場のグラウンド
ゴルフ場で運転疲れも癒してください。

花かげの郷まきおか
代永善彦販売責任者

　巨峰の名産地として名高い山梨市牧丘

山梨県山梨市牧丘町室伏 2120
国道 140 号　TEL.0553-35-4780

町。7～10月にはさまざまな品種の桃や葡萄等
の果物が味わえます。ワイン、ジュース、ジャム
等の関連商品も数多く取り揃えております。富士
山のビューポイントで知られる彩甲斐公園が併設
され、周辺に点在する温泉も人気の一つです。

コスモール大樹
酒森正人駅長

　大樹町が取り組んでいる「航空宇宙

北海道大樹町西本通 98
国道 236 号　TEL.01558-6-5220

産業基地構想」にちなんだ「宇宙関連グッズ」コー
ナーでは、ＩＳＴ社ホリエモンロケットオリジナ
ルグッズなどの商品を揃えています。また、多目
的ホールを備えた経済センターと日用品を提供す
るショッピングセンターが併設されています。

七城メロンドーム
鹿子木豊支配人

　3つのメロン型屋根が目印です。七

熊本県菊池市七城町岡田 306
国道 325 号　TEL.0968-25-5757

城メロンとお米が特に人気で、メロンドーム内
に備えた糖度光センサーが糖度14度以上で秀品・
優品以上のメロンのみを選定し、販売しており
ます。「七城のこめ」は特Ａを10年連続受賞し
ております。メロンゼリーなど加工品も豊富。

信州新町
小林久一駅長

　長野県の登録第1号道の駅で、昨年

信州新町水内 4619
国道 19 号　TEL.026-262-2228

30周年を迎えました。地元新鮮野菜はもちろん、
春の山菜、秋の天然きのこも充実しています。食
堂は行列絶えない人気店。挽きたて打ちたてゆで
たて「３たて」手打ちそば、昔ながらの〝ほうろ
く〟で焼き目を付けた信州おやきが自慢です。

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ひ
か
え
、
観
光
は

国
を
支
え
る
ま
す

ま
す
大
切
な
産
業

に
な
り
ま
す
。
こ

の
協
定
締
結
が
日

本
の
観
光
振
興
に

貢
献
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま

す
。

2018年（平成30年）８月 第53号 2018年（平成30年）８月第53号

！

　「
道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
の

制
度
創
設
以
来
１
１
４
５
カ
所

（
平
成
30
年
４
月
25
日
現
在
）
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
憩
、
情

報
発
信
、
地
域
の
連
携
と
い
う
三

つ
の
基
本
的
な
機
能
に
よ
り
評
価

さ
れ
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
創
生
や
防
災
の
拠
点
と
い
う

よ
り
大
き
な
役
割
が
付
加
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
進
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用
者

が
自
動
車
を
停
め
休
憩
を
取
る
こ

と
に
よ
り
運
転
の
安
全
性
を
回
復

・
維
持
す
る
と
共
に
、
道
路
利
用

者
と
地
場
産
品
売
り
場
等
地
域
と

の
接
点
が
で
き
、
利
用
者
の
利
便

性
・
快
適
性
の
向
上
、
地
域
の
雇

用
と
経
済
へ
の
貢
献
等
の
メ
リ
ッ

ト
を
産
み
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

が
設
置
さ
れ
、
情
報
交
換
・
意
見

交
換
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
本
風
景
街
道
」
は
、
平
成

19
年
の
制
度
創
設
以
来
１
４
１
地

区
（
平
成
29
年
12
月
現
在
）
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
風
景

街
道
」
は
、
郷
土
愛
を
育
み
、
日

本
列
島
の
魅
力
・
美
し
さ
を
発
見
、

創
出
す
る
と
共
に
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
協
働
の
も
と
、
景
観
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
、
国
民
的
な
原
風
景

を
創
生
す
る
運
動
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　「
道
の
駅
」、
ミ
ニ
「
道
の
駅
」、

記
念
撮
影
や
小
休
憩
が
出
来
る
様

な
ス
ポ
ッ
ト
を
沿
線
に
適
宜
設
置

す
る
ハ
ー
ド
整
備
と
共
に
、
沿
線

の
看
板
除
去
や
樹
木
・
植
栽
帯
の

維
持
管
理
等
を
通
じ
た
沿
線
の
ソ

フ
ト
な
活
動
が
重
視
さ
れ
、
沿
線

地
域
社
会
の
再
生
、
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
風
景
街

道
大
学
等
の
活
動
に
よ
り
、
全
国

レ
ベ
ル
の
情
報
交
換
・
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
点
か
ら
線
、
更
に
は
面
へ
」、

道
路
管
理
者
・
道
路
利
用
者
と
単

独
の
地
方
自
治
体
・
地
域
住
民
と

の
連
携
・
協
働
を
超
え
、
複
数
の

地
方
自
治
体
・
周
辺
地
域
住
民
と

の
連
携
・
協
働
へ
と
展
開
・
進
化

す
る
た
め
、「
道
の
駅
」
と
「
日

本
風
景
街
道
」
の
相
互
関
係
者
の

連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
道
の
駅
」と「
日
本
風
景
街
道
」と
の
連
携
を

　
２
０
１
９
年
５
月
１
日
、
天
皇

陛
下
の
生
前
退
位
を
受
け
て
、
新

た
な
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
る
。

皇
位
継
承
を
内
外
に
示
す
「
即
位

の
礼
」
が
同
年
10
月
22
日
に
国
事

行
為
と
し
て
行
わ
れ
る
と
発
表

さ
れ
、
同
時
に
11
月
14
、
15
日

に
「
大だ
い

嘗
じ
ょ
う

祭さ
い
」
が
皇
室
行
事
と

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ

た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民

は
即
位
の
礼
と
「
大
嘗
祭
」
の
違

い
が
分
か
ら
ず
、
国
事
行
為
と
皇

室
行
事
に
分
け
る
意
味
も
よ
く
知

に
即
位
し
た
年
の
「
新
嘗
祭
」
の

こ
と
で
あ
る
。
平
成
天
皇
が
即
位

さ
れ
た
30
年
前
に
も
行
わ
れ
、
来

年
は
そ
れ
以
来
の
行
事
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
「
日
本
国
民

の
象
徴
で
あ
る
新
天
皇
陛
下
が
何

故
、
稲
作
神
事
を
行
う
神
官
を
引

き
継
ぐ
た
め
大
嘗
祭
を
行
う
か
」

を
日
本
国
民
と
し
て
考
え
た
い
。

　
大
嘗
祭
と
は
憲
法
１
条
に
規
定

さ
れ
る
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の

国
事
行
為
で
は
な
い
。
し
か
し
、

毎
年
お
馴
染
み
の
光
景
だ
が
、
初

夏
に
は
天
皇
陛
下
が
皇
居
内
で
田

植
え
を
さ
れ
、
秋
に
は
米
を
収
穫

さ
れ
る
姿
が
Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ

る
。
で
は
、
な
ぜ
憲
法
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
行
為
を
天
皇
は
行
う

の
だ
ろ
う
か
。

　
天
皇
に
は
国
事
行
為
の
他
に

「
宮
中
祭
祀
」
と
い
う
行
為
が
あ

り
、
皇
室
行
事
と
し
て
国
事
行
為

と
区
別
さ
れ
る
。
天
皇
に
新
た
に

即
位
す
る
た
め
に
は
宮
中
祭
祀
の

神
官
と
し
て
の
引
き
継
ぎ
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
引
き
継
ぎ
の
儀
式

は
、
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
り
、
今

回
の
よ
う
に
退
位
し
た
時
に
し
か

行
わ
れ
な
い
。

　
日
本
の
国
家
神
道
は
、
明
治
維

新
政
府
が
日
本
の
近
代
化
を
進
め

る
に
は
、
西
洋
文
明
と
い
う
物
質

文
明
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教

の
よ
う
な
精
神
文
明
も
必
要
だ
と

い
う
認
識
の
も
と
に
作
ら
れ
た
。

当
初
は
一
神
教
の
形
を
整
え
る
た

め
廃
仏
毀
釈
を
進
め
た
が
、
直
ぐ

に
仏
教
を
否
定
す
る
こ
と
を
中
止

し
た
。

　
日
本
人
の
宗
教
観
が
西
欧
社
会

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
は
全
く

異
な
る
概
念
だ
か
ら
だ
。
キ
リ
ス

ト
教
は
、
世
の
中
全
て
を
「
エ
ホ

バ
の
神
」
が
創
造
し
た
と
す
る
。

だ
が
、
神
道
は
世
の
中
の
全
て
が

神
に
な
れ
る
「
八
百
万
の
神
」
と

考
え
、
神
々
と
人
間
と
自
然
界
が

一
緒
に
な
っ
て
い
る
多
神
教
で
、

祖
霊
信
仰
や
浄
土
信
仰
等
「
魂
の

行
方
」
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
日
本
の
歴
代
天
皇
で
絶
対
権
限

を
持
っ
て
い
た
の
は
天
智
、天
武
、

持
統
天
皇
の
こ
ろ
と
院
政
の
後
白

河
法
皇
の
こ
ろ
、
建
武
の
中
興
の

こ
ろ
だ
け
、
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
そ
れ
以
外
の
時
代
の
「
実
質
的

権
力
」
は
、
藤
原
不
比
等
以
降
の

貴
族
や
、
源
頼
朝
以
降
の
幕
府
が

持
ち
続
け
、
天
皇
は
日
本
人
の
心

の
象
徴
と
し
て
の
「
権
威
」
を
歴

史
的
に
持
ち
続
け
て
い
た
だ
け

だ
、
と
言
え
る
。

　
明
治
維
新
の
王
政
復
古
と
い
っ

て
も
、
幕
府
と
い
う
絶
対
権
力
者

を
否
定
す
る
旗
印
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
も
の
で
、
西
欧
社
会
が
獲
得

し
た
市
民
革
命
に
よ
る
民
主
主
義

と
は
異
な
る
も
の
だ
。

　「
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」
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穂
の
国
」
の
民
の
心
そ
の
も
の
な

の
だ
。
天
皇
は
そ
の
神
官
の
元
締

め
で
あ
り
、
日
本
国
民
の
稲
作
信

仰
を
代
表
し
て
宮
中
祭
祀
を
行
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

　
稲
作
は
労
働
力
集
約
型
の
農
業

で
あ
り
、
家
族
総
出
で
し
な
け
れ

ば
成
就
で
き
ず
、
水
管
理
と
い
う

村
の
共
有
作
業
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
自
然
現
象
に
左

右
さ
れ
、
人
間
の
努
力
だ
け
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
、

自
ず
か
ら
自
然
に
対
す
る
畏
怖
と

信
仰
が
芽
生
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
信
仰
の
元
締
め
の
役
割
を

神
祇
官
で
あ
る
天
皇
が
持
ち
続

け
、
来
年
の
大
嘗
祭
で
そ
の
引
き

芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

みち研究所との協定で観光振興

久保成人氏公益社団法人日本観光振興
協会理事長（元観光庁長官）

　
日
本
観
光
振
興
協
会
は
、
６
月
に

一
般
財
団
法
人
日
本
み
ち
研
究
所

（
石
田
東
生
理
事
長
）
と
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
支
援
活
動
な
ど
で

協
働
す
る
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
み
ち
研
究
所
は
、
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
事
務
局
を
務

め
て
い
る
の
で
、
国
民
的
人
気
が
高

く
こ
れ
か
ら
も
観
光
需
要
が
増
え
る

こ
と
が
確
実
な
道
の
駅
の
観
光
を
強

化
す
る
た
め
の
お
役
に
立
て
れ
ば
、

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
協
定
の
目
的
は「
日
本
風
景
街
道
」

の
運
動
の
活
用
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
が
、
と
り
わ
け
道
の

駅
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
支
援
な
ど
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
道
の
駅
は
１
１
４
５
カ
所

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
も
少
し

ず
つ
出
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
私

ど
も
の
協
会
は
観
光
に
関
す
る
豊
富

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
道
の
駅
の
さ
ら
な
る
発
展
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
、
例
え
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
客
）
受
け
入
れ
増

を
目
指
す
研
修
会
や
、
道
の
駅
の

効
率
的
な
戦
略
を
策
定
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
実
施
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
人
材
研
修
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
へ
の
支
援
も
で

き
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
委
託
し
た
場

合
の
優
良
事
例
の
調
査
も
意
味
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
道
の
駅
は
さ
ら
に
発
展
す
る
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

日
本
は
「
観
光
立
国
」
を
打
ち
出

し
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

13

継
ぎ
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
の
だ
。

豊
葦
原
と
い
う
日
本
の
国
土
に
生

ま
れ
、
瑞
穂
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

き
た
日
本
の
国
民
と
し
て
、
こ
の

よ
う
に
歴
史
的
な
意
義
を
持
つ
天

皇
の
儀
式
に
対
し
て
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と

は
何
か
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　
ア
メ
リ
カ
が
離
脱
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
日
本
の
主
導
で
実
効
性
あ
る
協

定
と
し
て
動
き
始
め
よ
う
と
い
う

時
期
だ
。
長
年
に
わ
た
っ
た
減
反

政
策
も
廃
止
さ
れ
た
今
、
新
天
皇

即
位
と
大
嘗
祭
の
意
味
を
噛
み
し

め
、
新
た
な
農
業
政
策
を
再
考
す

べ
き
機
会
と
し
て
ほ
し
い
。

����中
小

企業
診断士が見る

　
　
　
����成功の法則

　
道
の
駅
の
２
～
３
割
が
食
品

加
工
場
を
持
っ
て
い
る
。
加
工

場
が
敷
地
内
に
な
い
場
合
、
あ

る
い
は
商
品
企
画
や
生
産
管
理

が
道
の
駅
の
支
配
下
に
あ
る
外

部
調
達
先
も
含
め
れ
ば
、
割
合

は
も
っ
と
高
く
な
ろ
う
。

　
加
工
場
を
持
つ
道
の
駅
運
営

会
社
は
、
①
生
産
者
に
直
接
働

き
か
け
て
原
料
の
全
量
買
い
取

り
な
ど
で
「
原
材
料
の
新
し
い

供
給
源
を
獲
得
」
②
そ
れ
ら
地

域
資
源
の
組
み
合
せ
や
加
工
で

「
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

創
出
」
③
地
場
農
林
水
産
物
の

地
域
内
流
通
と
、
来
訪
者
を
意

識
し
た
加
工
品
販
売
や
飲
食
サ

ー
ビ
ス
・
観
光
案
内
を
融
合
し

た
「
新
し
い
市
場
を
開
拓
」
④

地
元
の
主
婦
を
職
人
に
仕
立
て

て
活
躍
し
て
も
ら
う
「
新
た
な

生
産
方
式
を
開
発
」
⑤
こ
れ
ら

全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

道
の
駅
運
営
会
社
と
い
う
「
新

し
い
組
織
を
実
現
」し
た
。「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
を
発
展

さ
せ
る
」
と
の
理
論
を
説
い
た

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
氏
が
定
義
す

る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
類
」

の
全
て
を
網
羅
す
る
。

　
加
工
場
を
運
営
す
る
道
の
駅

は
、
加
工
手
段
の
な
い
道
の
駅

に
比
べ
、
生
鮮
品
の
廃
棄
損
の

圧
縮
や
加
工
に
よ
る
付
加
価
値

の
増
大
に
加
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
機
会
が
増
え
、

高
い
価
値
創
造
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
仕
組
み
が
特
定
の
組
織

で
は
な
く
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
な
り
、
全
国
的
に

実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
「
道
の

駅
」
の
凄
さ
だ
。

　
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
維
持

し
、
更
な
る
成
長
を
目
指
す
に

は
課
題
が
あ
る
。
経
済
的
に
成

功
し
て
い
る
道
の
駅
は
、
創
業

に
関
わ
っ
た
首
長
や
運
営
会
社

の
経
営
者
の
卓
越
し
た
努
力
と

能
力
に
支
え
ら
れ
発
展
し
た
。

失
敗
も
数
多
く
経
験
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
が
失
敗
を

上
回
り
今
の
繁
栄
が
あ
る
。

　
制
度
発
足
当
初
に
で
き
た
道

の
駅
は
20
年
余
が
経
過
し
、
次

の
20
年
も
継
続
的
に
発
展
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
設
立
当
時

50
代
の
社
長
は
既
に
70
代
。
中

核
を
担
っ
た
40
代
の
従
業
員
も

高
齢
化
。常
時
雇
用
１
０
０
人
、

年
商
10
億
円
と
も
な
れ
ば
、
も

は
や
大
企
業
並
み
だ
。そ
の
分
、

経
営
者
と
現
場
の
距
離
感
が
増

大
し
、
新
た
な
弱
み
と
な
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

急
成
長
と
限
界

地
域
農
産
物
の
価
値
を
高
め
る

加
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ジ
ン

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 大
嘗
祭
の
意
味

農
業
再
興
の
機
会

９

と
い
う
天
皇
の
仕
組
み
で
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
「
稲
作
信
仰

の
元
締
め
」
と
し
て
の
神
官
の
機

能
で
あ
る
。

　
唐
か
ら
律
令
制
度
が
導
入
さ
れ

た
時
に
、
政
治
の
仕
組
み
と
し
て

太
政
官
制
度
が
整
備
さ
れ
、
同
時

に
神
祇
官
制
度
と
い
う
シ
ス
テ
ム

も
整
備
さ
れ
た
。
神
祇
官
と
い

う
仕
組
み
は
日
本
独
自
の
も
の

で
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
縄
文
時
代
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
日
本
人
の
原
始
信
仰
は
、
稲
作

の
出
来
不
出
来
に
よ
っ
て
自
分
た

ち
家
族
の
生
存
が
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
の
信
仰
で
「
豊
葦
原
瑞

　
　
◇

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出

し
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点

に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者

が
協
働
す
る
。
明
確
な
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定

・
実
施
す
る
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
。
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成

･

販
売
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
一
主
体

と
し
て
個
別
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
も
あ
る
。（
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ

よ
り
要
約
）
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Ｑ１：旅行等で観光地を巡る際の情報は、どのように収集されていますか？該当す
　　　る番号を記入してください。（以下同じ）
１．道の駅　　　　　２．鉄道駅にあるパンフレット、ポスター
３．観光案内所　　　４．スマートフォン等によるインターネット情報
５．車についているナビゲーション情報システム
６．事前に計画を立ててから行くので、情報収集することは少ない。
７．その他（� ）
Ｑ２：旅行等で観光地を巡る際に、道の駅でどのような情報提供があると便利ですか　
１．目的地までの距離・時間が分かると良い。
２．目的地周辺の見所や、お土産品・名産品等の情報があると良い。
３．目的地で行われているイベント情報があると良い。
４．目的地までの間にある道の駅情報（位置・場所）があると良い。
５．道の駅では情報収集しない。
６．その他（� ）
Ｑ３：旅行等で観光地を巡っている際に、立ち寄る道の駅を決める条件は、どのよ
　　　うなものがありますか？　
１．高速道路のＩＣに近い道の駅　　２．珍しいお土産や名産品がある道の駅
３．目的地の手前にある道の駅　　　４．食事がおいしい道の駅
５．トイレがきれいな道の駅　　　　６．景色が良い道の駅
７．トイレや休憩・食事をしたいと思った時の最寄りの道の駅
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：道の駅に置いてある情報は、どのような提供方法が良いですか？
１．大型液晶モニター上の表示　　　２．インターネットが使える PCによる検索
３．従業員や案内人等、人による言葉での説明。　　４．ポスターの掲示
５．手書きの看板　
６．その他（� ）
Ｑ５：この新聞は、どこで入手しましたか？
Ａ）都道府県名（　　　　　　　　　　）　Ｂ）道の駅名（　　　　　　　　　　　　）
Ｑ６：この駅を訪れたのは、今回で何回目ですか？
１．今回初めて　　　　　　　　　２．（　　　　　）回目

Ｑ１：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．　　６．

　　　　７．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ２：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．

　　　　６．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ３：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．　　６．　７．

　　　　８．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ４：　１．　　２．　　３．　　４．　　５．

　　　　６．の場合は、下記に記入してください。

　　　　（� ）

Ｑ５：　Ａ）（� ）都、道、府、県

　　　　Ｂ）道の駅名（� ）

Ｑ６：　１．� ２．（　　　　　　）回目

お　名　前：　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

（� ）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

天
皇
陛
下
の
お
田
植

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
折
に
触
れ
て
「
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

」
の
こ
と
な
ど
を
説
明
し

て
き
た
が
、
日
本
の
「
農
業
と
国

土
」
を
語
る
う
え
で
、
大
嘗
祭
や

新
嘗
祭
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
農
業

国
と
し
て
の
日
本
を
正
し
く
理
解

で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
改
め
て

説
明
し
た
い
。

　
11
月
23
日
は
今
日
、「
勤
労
感

謝
の
日
」と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
本
来「
新
嘗
祭
」で
あ
っ

た
。
そ
の
年
の
米
の
収
穫
を
祝
い

感
謝
す
る
神
事
が
新
嘗
祭
な
の
で

あ
る
。

　
戦
後
70
年
の
間
に
国
民
の
稲
作

や
水
田
に
対
す
る
意
識
は
大
き
く

変
化
し
た
。
日
本
は
戦
後
、
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
っ
た
近
代
農
業

に
転
換
し
、
米
の
生
産
量
は
飛
躍

的
に
増
え
た
。
し
か
し
、
近
年
は

欧
米
の
食
文
化
の
影
響
や
米
の
生

産
調
整
な
ど
の
農
業
政
策
も
あ
っ

て
、
米
離
れ
が
進
ん
だ
。
日
本
の

食
料
自
給
率
は
40
㌫
以
下
に
落
ち

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
前
編

込
み
、
耕
作
放
棄
地
は
40
万
㌶
に

も
及
ぶ
。

　
そ
の
結
果
、
稲
作
と
水
田
が
食

糧
及
び
食
糧
生
産
の
場
と
し
て

だ
け
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
新
嘗
祭
と
い
う
言
葉
も
死
語

に
な
っ
た
。
日
本
は
古
事
記
な
ど

に
国
の
美
称
と
し
て
「
豊と
よ

葦あ
し

原
は
ら
の

瑞み
ず

穂ほ

の
国
」
と
出
て
く
る
。「
神

意
に
よ
っ
て
稲
が
豊
か
に
実
り
栄

え
る
国
」
の
意
味
だ
。
日
本
人
は

「
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
」
に
帰
属
す

る
民
、
と
い
う
日
本
人
と
し
て
の

意
識
が
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
と
言

え
よ
う
。

　「
大
嘗
祭
」
は
、
天
皇
が
新
た

津かわげ
植村智成駅長

　♪伊勢は津で持つ、津は伊勢で持つ♪�

三重県津市河芸町三行 255-4
国道 23 号中勢バイパス　TEL.059-244-2755

古くは「安濃津」と呼ばれた津は、博多津、坊津
と並ぶ三津（港）の一つでした。当駅では地元中
心の海の物、山の物、津の物を販売しています。
名物の津ぎょうざドッグを始め、「幻のお米｣こ
と、冷めても美味しい「黒田米」が好評です。

おおうち
石井玄副支配人

　大内ＪＣＴからすぐの所、ＪＲ羽後

秋田県由利本荘市岩谷町西越 36
国道 105 号　TEL.0184-62-1126

岩谷駅と連絡通路があり、アクセスが抜群です。
エリア内にある温泉宿泊施設「ぽぽろっこ」はレ
ストラン、農産物直売所、宴会場を備え、日帰り
入浴もお楽しみいただけます。広場のグラウンド
ゴルフ場で運転疲れも癒してください。

花かげの郷まきおか
代永善彦販売責任者

　巨峰の名産地として名高い山梨市牧丘

山梨県山梨市牧丘町室伏 2120
国道 140 号　TEL.0553-35-4780

町。7～10月にはさまざまな品種の桃や葡萄等
の果物が味わえます。ワイン、ジュース、ジャム
等の関連商品も数多く取り揃えております。富士
山のビューポイントで知られる彩甲斐公園が併設
され、周辺に点在する温泉も人気の一つです。

コスモール大樹
酒森正人駅長

　大樹町が取り組んでいる「航空宇宙

北海道大樹町西本通 98
国道 236 号　TEL.01558-6-5220

産業基地構想」にちなんだ「宇宙関連グッズ」コー
ナーでは、ＩＳＴ社ホリエモンロケットオリジナ
ルグッズなどの商品を揃えています。また、多目
的ホールを備えた経済センターと日用品を提供す
るショッピングセンターが併設されています。

七城メロンドーム
鹿子木豊支配人

　3つのメロン型屋根が目印です。七

熊本県菊池市七城町岡田 306
国道 325 号　TEL.0968-25-5757

城メロンとお米が特に人気で、メロンドーム内
に備えた糖度光センサーが糖度14度以上で秀品・
優品以上のメロンのみを選定し、販売しており
ます。「七城のこめ」は特Ａを10年連続受賞し
ております。メロンゼリーなど加工品も豊富。

信州新町
小林久一駅長

　長野県の登録第1号道の駅で、昨年

信州新町水内 4619
国道 19 号　TEL.026-262-2228

30周年を迎えました。地元新鮮野菜はもちろん、
春の山菜、秋の天然きのこも充実しています。食
堂は行列絶えない人気店。挽きたて打ちたてゆで
たて「３たて」手打ちそば、昔ながらの〝ほうろ
く〟で焼き目を付けた信州おやきが自慢です。

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ひ
か
え
、
観
光
は

国
を
支
え
る
ま
す

ま
す
大
切
な
産
業

に
な
り
ま
す
。
こ

の
協
定
締
結
が
日

本
の
観
光
振
興
に

貢
献
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま

す
。


